国際連携2013_2_05

国際サプライチェーンのためのIT化／EDI化フィージビリティ調査
（2013年度　インドネシア）
1. 調査目的
アジア進出（今回はインドネシアが対象）の日系現地法人を訪問し、現地および国際サプライチェーンにおける取引文化の違いによる課題とITによる解決支援ニーズについて、現場の実態を知るべくヒアリングを行う。当調査は、国連CEFACT日本委員会・サプライチェーン情報基盤研究会（SIPS）が日本国内で進めている国際標準に基づく業界横断EDI仕様が、いずれアジア地域においても容易に導入可能で且つ役立つものになるのかを見通すことを目的としている。
なお、訪問先は、現地進出の日系製造業を中心に、それら日系企業のIT化支援を行っているIT企業、およびジャカルタ地域全般の状況を知るために、ジャカルタ日本クラブも訪問する。

2. 調査期間
2013年10月27日～10月31日（暫定）

3. 調査対象候補
小島技術インドネシア（Gedung C IMB Niaga Lantai 8 Jalan M.H.)
エコー先進技術インドネシア（Kawasan Industri Mitra Karawang JL.）
ヤハタファスナーインドネシア（Greenland International Industrial Center Delatamas）
豊田通商インドネシア（Mid Plaza 2 Building 11th Floor.Jl. Jend. Sudirman kav.）
NTTコミュニケーションズ・インドネシア（Jl. Jend. Sudirman Kav. 1 Jakarta）
ジャカルタ日本クラブ（Menara Cakrawala Lt.4）

4. 調査団
SIPS（菅又）
小島プレス（菅野）
COXEC（斉藤）
その他募集中
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5. 調査項目（暫定）
・日本と異なる取引慣行
・IT化のニーズと課題
・EDIの現状と導入可能性
・IT化支援基盤
